[image: image1.wmf]リーガ

ロイヤル

ホテル

商業施設

商業施設

チサン

ホテル

アジア太平洋

インポートマート

（ＡＩＭビル）

ＫＭＭ

ビル

ペデストリアン

デッキ

（空中廻廊）

北九州

国際

会議場

小倉駅

北口

（新幹線側）

[image: image2.emf]日本設備管理学会

平成21年度　春季研究発表大会
参加申込のご案内

大会委員長　川合　忠雄
実行委員長　柘植　義文
春季研究発表大会・見学会を下記のとおり開催いたしますので、ご参加下さいますようご案内申し上げます。


１．研究発表会

日時　：　2009年6月18日（木） 9時30分～18時00分
（9時00分から受付を開始します）
場所　：　北九州国際会議場
 〒802-0001 北九州市小倉北区浅野3-9-30
　TEL. 093-541-5931）
山陽新幹線小倉駅北口より徒歩約５分
特別講演 

“設備診断技術に係る国際規格ISOの最新動向の紹介”

   日本診断工学研究所  代表研究者　　豊田利夫氏

招待講演

(1) “設備管理の信頼性向上を目指して－JIPM保全研究会活動報告－”

　　　　　　三菱化学エンジニアリング㈱九州支社

　　　　　　設備管理グループビジネスパートナー
　　　JIPM保全研究会主査　中村武久氏

(2) “「外面腐食トラブルゼロ」への挑戦とその後の展開”　

昭和電工株式会社　石油化学事業部門　大分コンビナート工務部工務二グループ　グループリーダー　谷口芳弘氏

(3) “RBＩ手法の活用による設備トラブルの低減（メンテナンス　レビュー）”

　　　　　　　三井化学株式会社　大阪工場　技術部　管理グループ　設備診断チーム　山下勝哉氏

(4) “社会資本系企業における業務革新のためのTPM展開”
　　　　　　　（社）日本プラントメンテナンス協会　メンテナンス技術本部　研究開発実証2部　部長　天川一彦氏
２．参加費用
	会員種別
	大会参加費*
	見学会参加費**

	正会員・賛助会員
	10,000円
	2,000円

(大会参加者に限る)

	準会員・学生*
	1,000円
	


* 学生の方は、当日までに入会申し込みをしていただくことを前提に、準会員として扱います
* 会員外の方も正会員と同額といたしますので，是非，お誘い合わせ下さい．
* ささやかな懇親会を用意していますので，是非ご参加下さい（懇親会費は無料です）．

*　A会場は無料で公開します．会員外の方々にもお知らせいただければ幸いです。

** 見学会は事前申込が必要で，当日申込はございません(先着20名で，同業者の方はお断りすることがあります)．
３．申込方法：

学会ホームページ（http://www.sopej.gr.jp/）からオンラインでお申込み頂くか、参加申込書の電子ファイルをダウンロードして頂いて，　必要事項をご記入の上，学会事務局にE-mailの添付ファイル，もしくは郵送またはファックスでお送りください．
送付先：〒461-8580名古屋市東区白壁三丁目12－13中産連ビル新館2階 日本設備管理学会事務局 春季大会係

　　　　TEL: 052-931-7077,  FAX: 052-931-5195, 　E-mail: sopej@chusanren.or.jp　
４．申込締切：2009年6月11日(木)

当日参加も受付けますが、なるべく事前にお申し込みください．
＜その他＞
· 参加申込を受付後、請求書をお送りいたします．
· 予稿集は、当日受付にてお渡しします．
· 予稿集は、残部がある場合に限り、大会終了後頒布いたします．
	主催　：　日本設備管理学会

共催　： (社)化学工学会九州支部・中国四国支部，　高圧ガス保安協会，　（社）石油学会，
（社）日本非破壊検査協会，　(社)日本プラントメンテナンス協会　　（50音順）


平成21年度 春季大会プログラム
主 催　日本設備管理学会
6月18日 (木) 春季研究発表大会概要
	時間
	A会場（２階21会議室)
	B会場 (３階32会議室)
	C会場  (３階33会議室)
	企業PR
コーナー

	9:00～   
	　　受　付

	 9:30～11:10
	一般講演
A-1　研究会
	一般講演
B-1　改善技術
	一般講演
C-1　設備管理
	企業PR

休憩室

２階

22会議室

	11:10～12:10
	　昼　食　・　休　憩
	


	12:10～13:10
	総　　　会
	　
	　
	

	13:20～14:20
	特別講演　
	　
	　
	

	14:30～15:30
	ものづくり大賞
受賞記念講演
	 (14:30～15:10)
　　　　招待講演(4)
	一般講演
C-2　設備設計
	

	
	
	　　　　一般講演

 (15:20～17:00)
  　B-3(1) 設備保全・診断

 (17:10～17:50)
  　B-3(2) 人材育成 
	
	

	15:40～18:00
	 (15:40～16:10)
　　　　招待講演（1）
 (16:15～17:05)
　　　　招待講演（2）
 (17:10～18:00)
　　　　招待講演（3）
	
	一般講演

C-3　製造技術
　　　・　その他
	

	18:10～
	                               　　懇親会　（レストラン　ラ・ブラージュ）


特別講演 (Ａ会場　13:20～14:20) “設備診断技術に係る国際規格ISOの最新動向の紹介”

                   日本診断工学研究所  代表研究者　工学博士（東京大学）　豊田　利夫　氏

現場技術者の診断実務に役立つように，１．ISO診断技術者認証制度，２．振動解析による診断技術，３．潤滑油分析による診断技術，４．赤外線温度解析による診断技術，５．電流解析による診断技術などに係るISO規格の要点を紹介する．
招待講演(1) (Ａ会場15:40～16:10) “設備管理の信頼性向上を目指して　－　JIPM保全研究会活動報告　－”

三菱化学エンジニアリング㈱九州支社　設備管理グループビジネスパートナー　JIPM保全研究会主査　中村武久氏

日本プラントメンテナンス協会では「保全全般に関わる研究」をテーマに保全研究会を各地区毎に年４回開催している。西日本地区では近年事故が多発傾向にあることを踏まえて、ここ３年は設備管理の信頼性向上のために何が課題か？何をやっているか？をギブ＆テークの精神で自社の課題、取り組みを紹介しあい議論してきた。新しい技術については発表会もまじえ良い交流の場となっているので活動を報告する。
招待講演(2) (Ａ会場16:15～17:05) “「外面腐食トラブルゼロ」への挑戦とその後の展開”　

昭和電工株式会社　石油化学事業部門　大分コンビナート工務部　工務二グループ　グループリーダー 谷口芳弘氏

講演の前半は、「2007年度PM優秀論文賞」を受賞した「『外面腐食トラブルゼロ』への挑戦」の概要を紹介する。具体的には、昭和電工・大分コンビナート　エチレンプラントで、網羅的な設備管理として取り組んでいる『外面腐食トラブルゼロ』への取り組みを、独自で展開している『外面腐食診断士制度』とともに紹介する。後半は、2007年以降に顕現した新たな問題点と改善策、並びに今後の展開について、事例を交えて紹介する。

招待講演(3) (Ａ会場17:10～18:00) “RBＩ手法の活用による設備トラブルの低減（メンテナンス　レビュー）”

三井化学株式会社　大阪工場　技術部　管理グループ　設備診断チーム　山下勝哉氏

国内の化学プラント設備は設置後30年以上経過した設備が多くなってきている。これらの設備は、経年劣化が進み、その為複数の損傷要因が顕在化し、損傷形態が複雑化してきている。三井化学では、ＲＢＩをベースとして、各年度の劣化状況と検査結果に基づく検査の有効性を評価することにより、経済性を考慮した安全な設備維持管理手法を開発した。又、ルーチンワークとして定着させる手法を開発・運用することにより、継続的なＲＢＩを適応するシステムとし、設備トラブルの低減を実現した。

招待講演(4) (Ｂ会場14:35～15:25) “社会資本系企業における業務革新のためのTPM展開”

（社）日本プラントメンテナンス協会　メンテナンス技術本部　研究開発実証2部　部長　天川　一彦氏
社会資本系企業の活動は、自由化の荒波や地球環境などへの要請に応え、さまざまな活動を行い、成果を挙げている。しかし、その内容を詳しくみると、標準化やシステム化などの高度化による「考えない人でも運営できる会社」になる危険性をはらんでいる。そこで、従来、一般産業で受け入れられているＴＰＭを、社会資本系企業に適用し、仕事を行なう仕組みの改革活動及び企業風土の革新活動に適応させ、実証したのでその結果を報告する。
6月19日(金) 
見学会

TOTO小倉第一工場衛陶製造部は、設備は古く、作り難い製品を担当し、生産ロットは小さく、開発中の試作品が頻繁に割り込むという本社工場特有のハンディキャップを背負いながら、驚異的な良品率を実現して2003年度TPMワールドクラス賞を受賞した。誰もが毎日お世話になっている製品が泥漿から作られていく過程を見るだけでも一見の価値がある。

見 学 先・時間　：　TOTO小倉第一工場衛陶製造部　13時00分～15時00分

集合時間・場所　：　12時30分　北九州国際会議場前　（参加者には，別途，案内を差し上げます）
参 加 費・定員　：　2,000円・先着20名（大会参加者に限らせて頂きます．同業者の方はお断りすることがあります）
日本設備管理学会 平成21年度　春季研究発表大会　プログラム　6月18日 (木)
	A会場　　（２階 21会議室）
	B会場　　（３階 32会議室）
	C会場　　（３階 33会議室）

	A-1 <研究会> (09:30～11:10)
A1.1 統計的データ分析･データマイニング研究会の平成20年度活動報告
*水山元(京都大学)，木村圭志(阪急電鉄(株))
A1.2 環境・福祉と設備管理研究会について　－20年度活動報告－
*下村有子(金城大学)，大薮多可志(金沢星稜大学)
A1.3 革新・創造的ものづくり人材育成研究会－20年度活動報告－
*皆川健多郎(大阪工業大学)
A1.4 最新設備診断技術の実用化に関する研究会－20年度活動報告－（仮）
*陳山　鵬(三重大学)
A1.5 リスクベースメンテナンス研究会－20年度活動報告－
*奥村　進(滋賀県立大学)
A1.6 体系化された知識による設計支援技術研究会について－20年度活動報告－
*辻村泰寛(日本工業大学)
A1.7 ナノマイクロ加工研究会について
服部正(兵庫県立大学)，*野田大二(兵庫県立大学)
	B-1 <改善技術> (09:30～11:10)

B1.1 改善技術研究会の活動報告
*玄光男(早稲田大学)
B1.2 製造業における確率的需要変動を考慮した在庫付き多目的多段階ロジスティクス・システムへのランダムキー型GAの応用
*井上古樹(宮崎産業経営大学)
B1.3 免疫アルゴリズムによる半導体工場のファシリティレイアウトの改善
*木村要介，玄光男(早稲田大学)，井田憲一(前橋工科大学)
B1.4 製品再使用システムにおける回収物流の改善に関する事例研究
*李静銀，玄光男(早稲田大学)
B1.5 多重プロジェクト多重モードの資源制約付きプロジェクトスケジューリング問題の遺伝的アルゴリズムによる解法
*岡田幾太郎(近畿大学)，Seren Ozmehmet Tasan(Dokuz Eylul University, Turkey)
	C-1 <設備管理> (09:30～11:10)

C1.1 保温保冷配管の外面腐食事例の解析法　－　最小自乗法の利用　－
*松山久義，高橋陽介，立野繁之(早稲田大学)，武田和宏(静岡大学)，大島榮次(東京工業大学)
C1.2 保温保冷配管外表面における腐食による減肉速度の推算
*木畑聡，松山久義，立野繁之(早稲田大学)
C1.3 幾何学的情報を利用した配管の内部腐食箇所の推定
*立野繁之，松山久義(早稲田大学)，野見山隆(情報技術開発(株))
C1.4 超音波法による玉軸受内部の転がりおよび潤滑挙動評価
*若林利明，川ノ上然(香川大学)
C1.5 配管異常振動の原因解析および振動低減対策
*馮　芳，劉　信芳(高田工業所)

	昼食・休憩 　　(11:10～12:10)

	総会 （A会場）　　(12:10～13:10)

	　　特別講演 (Ａ会場　13:20～14:20)
 　　　　　“設備診断技術に係る国際規格ISOの最新動向の紹介”
      　　　　　　　日本診断工学研究所  代表研究者　工学博士（東京大学）　豊田　利夫　氏

	ものづくり大賞受賞記念講演(14:30～15:30)

”世界初の溶剤系インクジェットプリンターDirect-jetの開発”
　（株）エイ・アイ・シー

”寿司バーコンセプトによる設備および管理システムの開発”
　鍋屋バイテック（株）

”職人技能と醸造機械との融和による麹づくりプロセスの全自動無人化”
　（株）フジワラテクノアート
	招待講演(4)　(14:30～15:10)

 “社会資本系企業における業務革新のためのTPM展開”
  　（社）日本プラントメンテナンス協会
　　　　メンテナンス技術本部
　　　　研究開発実証2部
       　部長　天川　一彦氏
	C-2 <設備設計>　(14:30～15:30)

C2.1 空調設備における室内圧力制御系の設計審査用シミュレータ
*立野繁之，平間一歩，松山久義(早稲田大学)，三宅孝幸，田中伸宏(三菱化学エンジニアリング(株))
C2.2 空調設備における室内圧力制御系の設計審査用シミュレータの拡張
*立野繁之，平間一歩，松山久義，(早稲田大学)，三宅孝幸，田中伸宏(三菱化学エンジニアリング(株))
C2.3 キャスター転がり騒音と走行路面との関係
*大上祐司(香川大学)，福田清人(東洋炭素(株))

	
	B-3(1) <設備保全・診断> (15:20～17:00)

B3.1 フィールドバランシング技術および施工事例
*劉信芳((株) 高田工業所)
B3.2 回転機械の低周波領域における状態判定基準に関する研究
*里永憲昭，梶原生一，山路信之(昭和電工(株))，小村英智(３DIM技研)，陳山鵬(三重大学)
B3.3 低速回転軸受寿命検討(仮)
*山本宝志(三井化学(株))
B3.4 システム同定手法に基づくレシプロエンジンの状態監視手法
*相川照規，太田博光，津田稔(水産大)
B3.5 機械設備の状態監視・診断・寿命予測技術に関する研究(２)－傾向管理法と余寿命予測法に関する最近の研究成果－
*陳山鵬(三重大学)，金森啓祐(三井化学(株))，里永憲昭(昭和電工(株))，三笘哲郎(三井化学(株))

B-3(2) <人材育成> (17:10～17:50)

B3.6 智恵リンピックによるものづくり革新人材の育成
*樽野泰規(本田技研工業(株))，丸山正男，皆川健多郎(大阪工業大学)
B3.7 ものづくり人材育成プログラム開発のためのカリキュラムに関する研究
*皆川健多郎(大阪工業大学)，竹本 菊郎(創研工業(株))，丸山正男
	

	招待講演(1) 　(15:40～16:10)

 “設備管理の信頼性向上を目指して　－　JIPM保全研究会活動報告　－”
　　　三菱化学エンジニアリング㈱九州支社
　　　設備管理グループビジネスパートナー
　　　JIPM保全研究会主査　中村武久氏


招待講演(2)　 (16:15～17:05)
 
“「外面腐食トラブルゼロ」への挑戦とその後の展開”　
　　　昭和電工株式会社　石油化学事業部門
　　　大分コンビナート工務部　工務二グループ
　　　グループリーダー 谷口芳弘氏


招待講演(3)　 (17:10～18:00)
 
“RBＩ手法の活用による設備トラブルの低減（メンテナンス　レビュー）”
　　　三井化学株式会社　大阪工場　技術部　

　　　管理グループ　設備診断チーム

　　　山下勝哉氏
	
	C-3 <製造技術・他>　(15:40～17:40)

C3.1 相関型JITモデリングを用いたLOMによる非線形システムのプロセス予測
*川成翔，小川雅俊，葉怡君，大貝晴俊，立野繁之(早稲田大学)
C3.2 逐次予測型LOMによる大規模非線形システムの状態予測
*小川雅俊，川成翔，葉怡君，大貝晴俊，立野繁之(早稲田大学)
C3.3 データベースモデルを用いた化学プラントのための新規ソフトセンサの提案
*松本雄一郎，岩村健太郎，木村直樹，柘植義文，(九州大学)
C3.4 半導体生産設備におけるオペレータ作業時間の多様性とその影響
*西園茂雄，中田智仁((株)ルネサステクノロジ)
C3.5 RAM 解析を用いた経営と保全の戦略的マネジメントシステムについて
*立花裕(日揮(株))，村木正昭(東京工業大学)
C3.6 温泉イメージに基づく仮想体験装置の開発
*下村有子，大石めぐみ(金城大学)，田中慎二，柴田慎一，大薮多可志(金沢星稜大学)

	　　懇親会　（18:10～　　）　　会場　：　レストラン　ラ・ブラージュ


日本設備管理学会
「平成２１年度　春季研究発表大会」　参加申込書
	参加申込規定
【参加申込みおよび問い合わせ先】
〒461-8580名古屋市東区白壁　三丁目12－13
　中産連ビル新館２階 日本設備管理学会事務局
　　春季大会係（担当：樋口、成田）
　　FAX:052-931-5195  TEL:052-931-7077
　　E-mail:sopej@chusanren.or.jp 

【参加料支払い方法】
参加申込書受領後，請求書および当日の案内状をお送りいたします．
　請求書が届き次第，指定の銀行口座にお振込み下さい．なお，振込手数料は貴殿にてご負担下さい．
	
	【申込締切日】　２００９年６月１1日（木）
◆ 当日も受付けますが、なるべく事前にお申し込みください．
【参加申込方法】
◆ 学会ＨＰ（http://www.sopej.gr.jp/）からも申し込める様になりました．ご利用下さい．

◆ 申込書の電子ファイルは学会ＨＰからダウンロードできます．
◆申込書に必要事項をご記入の上，電子メールの添付ファイル，ファクシミリまたは郵送で左記にお送り下さい．

◆ 電話による申し込みは受け付けておりません．

◆ 当日，大会受付にて，お名前をお申し付け下さい．予稿集をお渡し致します．
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加


者
	＊太枠内に必要事項をご記入下さい．請求先が異なる場合は，請求書送付先にもご記入下さい．

	
	＊該当するいずれかの □ を，黒く塗りつぶして下さい．
	　

	
	◆参加費
	
	　

	
	　　　□：日本設備管理学会（正会員・賛助会員）
	１０，０００ 円
	　会員番号：

	
	　　　□：日本設備管理学会（準会員・学生）
	１，０００ 円
	

	
	　　　□：共催団体会員
	１０，０００ 円
	　共催団体名：

	
	　　　□：一　般（上記以外）
	１０，０００ 円
	

	
	　　　□：見学会費（参加は大会参加者に限る）
	２，０００ 円
	（参加者が20名になり次第受付終了）

	
	合　計　金　額
	円
	懇親会に（□参加する ・ □参加しない）

	
	フリガナ
	
	請求書送付先
	フリガナ
	

	
	氏　名
	
	
	担当者
	

	
	勤務先名
	
	
	勤務先名
	

	
	事業場名
	
	
	事業場名
	

	
	所　属
	
	
	所　属
	

	
	自宅住所
または
勤務先
所在地
	〒
	
	所在地
	〒

	
	TEL
	
	
	TEL
	

	
	FAX
	
	
	FAX
	

	
	E-mail
	
	
	E-mail
	

	
	連絡先
	自　宅　・　勤務先
（いずれかに○印をつけて下さい）
	　事務局記入欄
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FAX 052-931-5195 日本設備管理学会 樋口・成田 行き
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